
どこからか太鼓の音が聞こえてきます。お祭りシーズンの到来で
す。そんな中、にぎやかな世間から置いていかれる気がしたことは
ありませんか？ 私はあります。世間が楽しそうであればあるほど、
なんだか淋しく感じてしまうのです。

キッズライン社長の経沢香保子さんが著書に「嫌なことは栄養」
と書かれているのを見て驚きました。なんとお強い！ しかし、その
言葉を書くまでに、どれだけ大変な思いをなさったのだろうかとも
思いました。私も「絶対的プラス思考」とか、「無駄な経験はない」
と学生によく言いますが、それはそう思わないとやっていられない
経験をたくさんしたからです。

私の場合、すぐ人を信じることが弱みであり強みでもあります。
社長になるといろいろな人が近づいてきますから、「性悪説でいな
さい」とよく友人に叱られます。でも、性善説でいたいと思う自分
がいます。だから裏切られますし、一方で裏切られたときも他の人
により救われます。不幸なときは不思議な嗅覚が働きます。本当に
信用できる人を見つけられるのですよね。

人生で「これ以上の不幸はない！」という思いは、しばしば更新さ
れます。 そのたびに、幸せについて原点回帰しますが、結局、幸せ
は心の持ちようなのかなと思いました。私は失敗から多くを学び、
正しい努力をすれば、必ず報われると信じています。

メディセレスクール　ファウンダー　児島 惠美子

Broaden your horizons  〜さぁ、視野を広げて！〜

No. 178


